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第２回浦安市・市内大学連絡協議会

議事要旨

１ 開催日時 令和５年７月 19 日（水） 午後２時から午後３時５分まで

２ 開催場所 浦安市役所４階災害対策本部室

３ 出 席 者

（明海大学）

竹部総務部長、村田浦安キャンパス学務部長、池田浦安キャンパス庶務課長、

大澤学生支援担当課長

（順天堂大学）

櫻井浦安キャンパス教授、松原浦安キャンパス事務長

（了德寺大学）

上岡地域連携委員、清水地域連携委員、加納事務局長

（浦安市）

堀井企画部長、三代川企画部参事、鞠子企画部次長、髙柳市民経済部次長

（事務局）

久我官民連携推進課長、柴田課長補佐、野村主任主事

４ 議題

(1) 令和４年度の連携事業の実績等について

(2) 大学生の市政への参加について

(3) その他

５ 議事の概要

(1) 令和４年度の連携事業の実績等について

令和４年度に実施した連携事業について、市から概要を説明した。

(2) 大学生の市政への参加について

大学生の市政への参加について、大学生はどのような形が参加しやすいかなど、大学

生の意見徴収方法等について意見交換を行った。

(3) その他

各大学の喫煙マナーへの対応の現状や、電動キックボードによる通学の対応につい

て、意見交換や情報共有を行った。次回は、臨時での開催希望等がなければ、来年度の

同時期に開催する。
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６ 会議経過

(1) 令和４年度の連携事業の実績等について

（主な意見等）

特になし。

(2) 大学生の市政への参加について

（主な意見等）

市 ：これまでも市長への手紙やパブリックコメント、Uモニなどで大学生からも意見

をいただいていているが、件数が少ない。現段階で、大学生の市政参加に係る具

体的な実施予定はないが、市だけでなく各大学にもメリットになるような手法

やアイディアなどがあったら意見交換をしたい。コロナも落ち着いたので、盆踊

りやマラソン、花火大会などのイベントが実施されることから、学生に参加いた

だき、市への愛着が増せればと思う。最終的に浦安市内に住んでもらえればと思

っている。

明海 ：市政への参加ということであれば、イベントやボランティア活動に参加している。

学友会という委員会のような集まりがあるので、３大学の各会を活用し、市が場

を設けて意見交換することもできるのではないか。

順天堂：大学生の市政への参加について、参加するメリットがないと学生は参加しない。

出した意見が実現するという仕組みがないと難しい。また、市への愛着を持って

ほしいということであるが、イベントへの参加がシビックプライドにつながる

というわけではないと思う。

了徳寺：ボランティア活動に参加はしている。市政への参加の例として挙げられていたア

ンケートに協力することは可能である

市 ：学生はどのような手法で市の情報を収集しているのか。

明海 ：基本的に市 HPや広報は見ていない。情報収集は基本的にインスタであり、将来

浦安に住みたい学生は「浦安に住みたい」という情報誌を見ている。学内でアン

ケートを実施するが、回答率は８％くらいである。

了徳寺：同様に基本的に市の情報は見ていない。見るとしたらインスタや Twitter であ

る。

順天堂：公衆衛生看護の授業で浦安市の分析を行っているので、情報を集めることはある。

ワクチン接種など、必要に応じて広報や市の HPを確認することはあったと思う。

明海 ：若者という枠を 20 代、30 代も広げるのであれば、アプリの活用が考えられる。

例えばスマートニュースに市の情報を登録すれば、登録地域を「浦安市」にして

いる人に情報が届く。防災関連のアプリでも同様のことができると思われる。

(3) その他
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（主な意見等）

〇喫煙マナーへの対応の現状について

明海 ：学生の喫煙マナーについて、引き続き大学へ意見が届いている。大学内での喫煙

を認めることはできないので、市で路上喫煙を禁止するか、禁止しないのであれ

ば喫煙場所を確保していただきたい。公園で吸っていると大学に意見が入るが、

路上喫煙は禁止されていないことから、学生を強く注意することもできず、相手

方に対してもはっきりした回答を伝えることができない。

市 ：市では、駅周辺をポイ捨て防止重点地区に指定し、喫煙所を設けている。今のと

ころ喫煙所を増設するなどの対応は考えていない。

〇電動キックボードによる通学の対応について

了徳寺：各大学における電動キックボードの取り扱いを確認したい。本校では、バイクと

同じ取扱いとし、通学での使用を禁止とする方向である。

明海 ：電動キックボードでの通学者がいないので、今のところ対応は検討していない。

順天堂：女子が多いからか利用者がいないため、検討はしていない。


